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透析を導入したことによって、生活が変わり、注意しなければなら

ないことが多くなったことと思います。 

  そのため、つらかったり、いやになったりすることもありますが、これ

からスタッフ一同お役にたてるよう協力していきます。 

一緒にがんばりましょう。不安なことや、わからないことがありました

ら、スタッフに声をかけてください。 

では、透析療法について学んでみましょう。 
 

  

シャントを

大切に 

貧血の改善 

感染に 
気をつける 

排便の調節 
活動と休息

のバランス 

血圧・体重 
コントロール 

正確に 
薬を飲む 

十分な透析 

適切な食事 

適度な運動 

は じ め に    
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１．どうして、透析をしなければならないのでしょう？ 

 腎臓はお腹の後側に左右１個づつあります。 
大きさはにぎりこぶし大でそら豆のような形をしています。 
腎臓では以下のような働きをしています。 
 

① 尿を作る 
② 体液のバランスを保つ 
③ 老廃物を取り除く 
④ 血圧の調整 
⑤ 赤血球を作るホルモン（エリスロポエチン）の産生 
⑥ カルシウムの吸収を助ける 

 
 このような働きが正常にできなくなった状態を腎不全といい

ます。慢性腎不全になると、腎臓の働きが回復することはあり

ません。 
 透析療法を続けることによって、生活や仕事が十分できるよ

うになります。 腹部大動脈 

腎静脈 

下大静脈 

腎臓 

尿管 

膀胱 尿道 
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 血液ポンプによって、導き出された血液は、ダイアライザーへ

運ばれます。ダイアライザーの中には透析液が流れていて、体

の中にたまった老廃物や水分を取り除いたり、体液のバランス

を整えたりしています。 
 ダイアライザーを出た血液は再び体の中へもどります。 
透析が正常に安全に行われるよう透析機械には監視装置が働い

ています。 
 
 

２．透析のしくみを学んでみましょう 

動脈側血液回路 

静脈側穿刺針 

透析液供給装置 

透析液ホース 

血液ポンプ 

動脈側穿刺針 

静脈側 
ドリップチェンバー 

動脈側 
ドリップチェンバー 

（赤） 
ダイアライザー 

（青） 

血液の流れ  
透析液の流れ 
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 十分な透析を行うためには、1分間に 200mlもの血液を、体内
から引き出して回路内を循環させる必要があります。そのため

に、動脈と静脈をつなぎシャントをつくり、静脈から血液を引

き出しやすくしています。 
 シャントでは、ザーザーと血液の流れる音が聞こえますね。

また、触れてみると拍動がします。 
 
 
 シャントがつまったり、感染したりする等のトラブルを予防

するために、シャントのある腕を正しく管理しましょう。 
 

① 重い物をぶら下げたりしない 
② 手枕をしない 
③ 腕時計・包帯・サポーターなどで、締め付けるようなこ
とはしない 

④ 血圧測定をしない 
⑤ シャント周囲をひっかかない 
⑥ いつもきれいにしておきましょう 
⑦ 透析後のカットバンは翌日に、おだんごは当日の就寝前
までに、はずしましょう 

⑧ 透析当日の入浴はやめましょう 

３．シャントってなんでしょう？ 

× 
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シャントに以下のような異常があった時は、すぐ連絡をして

下さい。夜間に気付いた場合、翌朝連絡してください。 
    

 血管痛がある 
 血管が硬く触れる 
 シャントの拍動がない、シャント音がしない、または弱い 
 赤く腫れる、痛みがある、熱感があるなど 

 
日頃から、腕に触れて血液の流れを確認しましょう。 
出血したときはすぐにおさえて出血をとめましょう。 
止血したら、消毒しておきましょう。 
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４．検査について知っておきましょう 

 透析が効果的に行われているか、また水分・食事はきちんと

管理されているかを確認するために、定期的な検査をします。

ご自分の検査結果に関心を持ち、体調を整えるための参考にし

て下さい。 
 
別紙 
「血液検査の友」のパンフレットをご参照ください。 

 
 

心臓の大きさや余分な水が貯まっていないかをみます。 
心胸比（ＣＴＲ）は５０％以下が理想です。大きくなると、息

が苦しくなります。 
  毎月１回 第 1金曜・土曜日にあります 
 
 
 腎不全では骨がもろくなり、骨折しやすくなったり、骨以外

の場所にカルシウムが沈着したりします。そういった骨病変の

経過を見るために、年に１回、手のレントゲンをとります。 
  年に１回 ９月頃   
 
 
胃や腸での出血がないかをみます。 
３ヶ月に１回  １・４・７・１０月 
 
 
心臓の働きに異常がないかをみます。 
４ヶ月に１回 
 

血液検査 

胸のレントゲン 

骨のレントゲン 

検便 

心電図 

7 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 透析では、体内の余分な水分や老廃物を除去し、電解質が急

速に補正されます。そのため、身体に負担がかかり、さまざま

な症状が出てくることがあります。これを、不均衡症候群とい

います。 
 以下のような症状が出ることがあります。具合が悪くなった

ら、我慢しないで、看護師に声をかけてください。 
 

  全身脱力感 
  吐き気 
  頭痛 
  血圧低下 
  手足のひきつれ 

 
 
 
 
 
 
 

５．透析に伴う症状 

透析中に起こる症状 
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透析をしていることによって現れやすい諸症状があります。 
  
    
   最高血圧が 140mmHg、最低血圧が 90mmHg以上を一般 
  に高血圧といいます。 
  腎臓の働きが悪くなると、塩分や水分が身体にたまって、

血液量が増え、血圧があがります。 
  体重の増えが多いときや、ドライウェイトが適正でない時

にも血圧が高くなります。 
  ほかにも腎臓から分泌される血圧上昇ホルモンが増えるた

めに高血圧になることもあります。 
  【症状】高血圧症には症状がありません。 
      沈黙の殺し屋と呼ばれています。 
 

 

  最高血圧が 100mgHg以下を一般的に低血圧といいます。 
 透析中、たくさん水をひいたり、ドライウェイトが適正で 
ない時も血圧が下がります。 
 体調が悪いとき、貧血傾向があるときにも下がる場合が 
あります。 
 

  【症状】気分不快  なまあくび 
      ねむけ   吐き気 
      冷や汗   下腿ひきつれ 
 

２．低血圧 

透析に伴う合併症 

１．高血圧 
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 腎臓からは造血ホルモンが分泌されますが、腎不全にな 
ると、このホルモンが不十分になり貧血になりやすくなり 
ます。ほかにも、栄養不足が原因で貧血を悪化させる場合 
もあります。 
 
  【症状】全身のだるさ   疲れやすい 
      動悸       息切れ 
      めまい 
 
 
 透析中、たくさんの水をひくと、手足などへ循環血液量が 
減り、筋肉のひきつれをおこしやすくなります。 
 
 
 
 原因は、はっきりしませんが透析が不十分であったり、 
血液中のカルシウムが高いときにもおこります。 
 また、皮膚が乾燥していてもかゆくなります。 
 
  【症状】透析中や透析直後、 

また入浴後や睡眠中など、 
      身体が温まってくると、 

かゆくなりやすいです。 
  
  【予防】皮膚が乾燥しないように保湿クリームを塗り 

ましょう。せっけんでの洗いすぎやこすりすぎ、 
ナイロンタオルの使用はやめましょう。 

  

３．貧血 

４．筋肉のひきつれ 

５．かゆみ 
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  水分・塩分のとりすぎが原因で、血液量が増え、心臓の仕

事量が増えます。これが長く続くと心臓は疲れて働きがおち

てきます。 
  このような状態を心不全といいます。 
 
 【症状】 胸苦しい 動悸 
      息切れ 咳・たん 
      寝ていると息苦しく、起きているほうが楽 
      体重増加が多い 血圧上昇 
 
 【予防】 水分・塩分を制限し 
      体重をコントロールする 
 
 
 
血液のもれ 
 針を刺したところから、ジワジワと出血してくる場合と、 
 皮下に内出血して腫れ、痛みが出たりする場合があります。 
 透析中は時々、針先付近を注意して見て下さい。 
 腕を曲げたり、身体の位置を変えるときには気をつけま 
しょう。 

６．心不全 

透析中に起こる事故 
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  出されたお薬は、指示通り飲みましょう。 
 お薬は、症状や検査データをもとに医師が処方しています。 
飲みたくないお薬があったり、副作用がご心配なときは、ご相

談ください。納得のいく、無理のない治療を進めていくように

したいと考えています。 
 市販薬・健康食品などを使うときにも必ずご相談ください。 
ほかの病院を受診するときは、前もってご連絡ください。 
現在の内服薬をお知らせしたほうがよい場合があります。 

必要に応じて、紹介状をお渡しいたします。 
また、受診先の病院で処方されましたお薬は、確認のため、

透析日にお持ち下さい。 

６．お薬について 
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    尿量は、一日の飲水量や透析回数を決める目安になります。 
 透析のない日は、２４時間の尿量を量り、次の透析のときに 
知らせてください。 
また、血尿はにごった尿などの異常があったときには、 
お知らせください。 
 

 
  透析をしていると、水分や生野菜の制限があるため、 
便秘になりやすくなります。便秘をすると、毒素・カリウム・ 
水などが出にくく、食欲も落ちてしまいますので、規則的な 
生活・食事を心がけ、便通を整えましょう。  
また、便が黒かったり、血液が混じっているときは、胃や腸 
からの出血が考えられますので、気をつけて便をみるように 
しましょう。 
 
 

  摂取した水分が排泄されないと、体内に水分が蓄積し、 
その分の体重が増加します。一日の飲水量を量る習慣をつけ、 
指示量をまもりましょう。 
 
  飲水とは、水の量だけではありません 
  お茶・ジュース・氷・スープなどの“みずもの”すべて 
  のことをいいます。 
  ご自宅の氷も１個何 gか調べておきましょう 
 
 

７．日常生活ではどんなことに注意すればよいのでしょう 

１．尿 

２．便 

３．飲水量 
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 水分の多い料理（なべもの・麺類・汁物・豆腐料理 
    シチュー）のとりすぎに気をつけましょう。 

  塩分をとりすぎないようにしましょう。のどが乾き、 
    水分がほしくなります。 
 
 
   ドライウェイトとは、過剰な水分を取り除いたときの透析
直後の適正体重のことをいいます。 
透析後には、ドライウェイトに体重が到達していることが 
理想です。前回の透析後から次の透析までの体重増加が 
多すぎると、除水過程で血圧が下がりやすく、ドライ 
ウェイトまでの除水ができないこともあります。 

 
 ドライウェイトは血圧・心胸比・浮腫・透析後の症状 
 などを統合して決めていきます。ですから、一生一定な 
 ものではなく、太ったりやせたりするたびに、こまめに 
 変えていきます。 
 

 透析の、中一日はドライウェイトの４％以下、中二日は 
 ５％以下の体重増加におさえておきましょう。 
 

 
 

４．体重 

50kgのドライウェイトの人の場合 
４％とは：50kg×0.04=2.0kg 
５％とは：50kg×0.05=2.5kg 
 

あなたのドライウェイト 
（    ）kg  

中一日（    ） 
中二日（    ） 
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